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桔梗が丘A-1-1

A
-
1
-
1
M2

A
-
1
-
1
M4

2
0
.
55

1
9
.
85

1
0
6
.
55

6
5
.
50

2
2
3
.
3
75

2
2
2
.
9
80

2
2
2
.
0
25

2
2
1
.
6
60

1
.
15

1
.
12

0
.
09

0
.
00

20.5520.50

6.211.6

軽量鋼矢板　2.0

1 1

2
0
.
50

8
6
.
00

2
2
3
.
1
78

1
.
08

0
.
02

2
2
1
.
6
60

1
.
12

2
2
1
.
8
98

2
2
1
.
8
98

1
.
08

2
2
2
.
0
25

1
.
15

A
-
1
-
1
M3

9.7

19.85









名     張     市

図面番号この図面は 1 : 20縮　　　尺

５０％縮小

図面の種類

施工箇所名

件　　　名

6

マンホール底部工標準図

名張市 桔梗が丘4番町 地内

インバート内勾配は流出管勾配に合せる

流出管内で滞留する恐れがある。
インバート内勾配を大きくすると

副管を設置する場合

インバート内勾配を大きくすると
流出管内で滞留する恐れがある。

できるだけ長く

は勾配1:05以内で最小範囲で行うこと。
落差があまり大きくない場合でもすりつけ

すりつけ
できるだけ短く

落差60cm以上は副管設置とする。

はこの形状とする。

落
差
h

上流部で行う。
落差の吸収は人孔内

インバート内勾配は流出管勾配に合せる

10%

落差が小さい場合
（ｈ≦流出管径の1/2）

1:
0.
5

落差が流出管径の1/2～60cm未満

10%

落差が大きい場合
（流出管径の1/2＜h＜60cm）

できるだけ長く できるだけ短く

インバート径は流出管径に合せる

落差のすりつけ範囲で行う

インバート高は必要管径の1/2とする。

より管径を大きくした場合）

インバート内勾配を大きくすると
流出管内で滞留する恐れがある。

インバート内勾配は流出管勾配に合せる

管径の1/2の位置とする。
副管底は流出管底から流出

10%

すりつけ

インバート高は必要管径の1/2とする。

（60cm≦h）

施工上管径を大きくした場合
（推進工法等施工上の理由で必要管径

落
差
h

落
差
h

落
差

h

モルタル上塗
t=2cm 1:2

コンクリート
18-8-25

できるだけ短くできるだけ長く
すりつけ

インバート内勾配は流出管勾配に合せる

流出管内で滞留する恐れがある。
インバート内勾配を大きくすると

内副管の場合

人孔布設替え工事

桔梗が丘A-1-1路線
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